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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

〈準学士課程〉 

観点５－１－① 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目及び

専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，教育

課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編

成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校の準学士課程の教育課程は，資料５－１－①－１－(１)～(５)に示すように学科ごとに，低学年
では一般科目が多く，高学年になるに従って専門科目が増えるようにバランスが取れたくさび型のカ

リキュラムとなっており，資料１－１－①－１及び資料１－１－②－１～２で示した教育目標を達成

できるように授業科目を編成している。 
専門科目は，学科ごとの教育目標達成のために，授業科目系統図に沿って必修科目と選択科目を体

系的に配置している。商船学科は，「船員教育を基盤にした海事総合科学を身につけた技術者育成」の

ため，４学年から航海コースと機関コースに分かれ，共通専門科目の上に各コースの船舶職員として

必須の専門科目及び海事関連科目を配置した教育課程の編成としている（資料５－１－①－２－（１））。

電子機械工学科は，「ものづくりのできる実践的な技術者の育成」のため，電子・電気系，機械系，情

報系の科目を適切に配置している（資料５－１－①－２－（２））。情報工学科は，「情報リテラシー，

情報工学の知識に加え，問題分析，解決能力を備えたシステム技術者の育成」のため，ソフトウェア

系，ハードウェア系，電気電子系，システム系，応用系の各分野の科目を系統的に配置している（資

料５－１－①－２－（３））。各学科とも，主に講義を通して専門基礎力を身につけ，全学年に配置し

ている実験・実習を中心とした科目を通して職業に必要な能力を身につけ，卒業研究などを通して創

造力を身につけた実践的技術者の育成を図っている（資料５－２－①－１－（１）～（３））。また，

商船学科だけでなく電子機械工学科・情報工学科においても，練習船「弓削丸」を活用した実習・授

業を実施し（資料５－１－②－５～７），システムとして完結した対象物に柔軟に対応できる資質を養

っている。 
一般科目の中では，「自然科学の基礎を身につける」ための理科系科目を主に低学年に配置し，「社

会や文化に理解を深め，技術者としての倫理観を持った人材育成」のために人文社会系の科目を全般

的に配置している（資料５－１－①－２－（４））。また，「国際的視野育成」の観点から，英語による

コミュニケーション能力の基礎力育成をより早い段階で効果的に行うために，1 学年の英語授業にお
いては各クラスを 3分割して少人数教育を実施している（資料５－２－①－５）。 
平成 15 年度から，本校の教育方針の特徴である「身の回りの諸現象，特に海をとりまく自然・文

化・歴史に好奇心を持たせ，多角的に考える能力を育成する」ために，本校の環境を活かした授業を

各学科において展開している（資料５－２－①－６）。 
各授業について，教育課程の編成の趣旨に沿って，科目ごとに学習目標，授業の進め方，学習項目，

学習到達目標などの授業内容を具体的にシラバスに明示している（資料５－２－②－２）。 
授業時間割編成に当たっては，教育目標・学習目標達成のため全体的に偏りが生じないように，学

科からの要望を踏まえて教務委員会で総括している（資料５－１－①－３～４）。 
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（分析結果とその根拠理由） 
 準学士課程の教育課程では，教育目標達成のため，一般科目及び専門科目の教育課程が楔型に編成

されバランスが保たれており，必修科目，選択科目が学年ごとに適切に配置されている。授業科目系

統図から，実践的技術者育成のための教育課程の体系性が確保されており，各学科の専門科目が系統

的に配置されていることが確認できる。また，授業内容は，教育の目的を達成するために，教育課程

の編成の趣旨に沿って，シラバスに明確に記載されている。 
 以上のことから，本校の準学士課程では，教育の目標に照らして，授業科目が学科・学年ごとに適

切に配置され，教育課程の体系性・系統性が確保されている。また，授業科目の内容が，全体として

教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１－（１） 

出典：平成 18年度学生便覧 
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資料５－１－①－１－（２） 

出典：平成 18年度学生便覧 
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出典：平成 18年度学生便覧 
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資料５－１－①－１－（３） 

出典：平成 18年度学生便覧 
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資料５－１－①－１－（４） 

出典：平成 18年度学生便覧 
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出典：平成 18年度学生便覧 
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資料５－１－①－１－（５） 

出典：平成 18年度学生便覧 
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出典：平成 18年度学生便覧 
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資料５－１－①－２－（１） 

出典：商船学科 
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出典：商船学科 
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資料５－１－①－２－（２） 

出典：電子機械工学科 
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資料５－１－①－２－（３） 

出典：情報工学科 
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資料５－１－①－２－（４） 

出典：総合教育科 
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資料５－１－①－３ 

出典：教務委員会 
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資料５－１－①－４ 

出典：平成 18年度時間割 
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観点５－１－② 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターン

シップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えられる。）に

配慮しているか。 

 
(観点に係る状況)  
 本校以外の教育施設等における学修に関する規則を定め（資料５－１－②－１），他の高等教育機

関での学修で単位認定が可能になっている。また，転科に関する規則が整備され（資料５－１－②－

２），1 学年修了時での転科実績がある（資料５－１－②－３）。商船学科は，航海コース及び機関コ
ースの各コースにおいて，第 1種船舶職員養成施設として必要な科目を各学年に適切に配置している
（資料５－２－①－１－（１））。資格試験については，情報工学科で基本情報技術者試験合格者の単

位認定を行っている（資料５－１－②－４）。電子機械工学科及び情報工学科では，インターンシッ

プによる単位認定も行っており，多くの学生が単位を修得している（資料５－２－③－８）。また，

練習船「弓削丸」を活用した実習は，商船学科では全学年で実施し単位化しており（資料５－１－②

－５），電子機械工学科及び情報工学科においても航海実習による単位認定を行っている（資料５－

１－②－６～７）。一般科目の中では社会的な視野を広げ，環境面に理解を深めさせるため，平成 16
年度から「生物概論」（資料５－１－②－８）を開講している（資料５－１－②－８）。専攻科生によ

るＴＡは，生産システム専攻において実施されており，準学士課程学生との連携を図っている（資料

５－１－②－９）。 
中途入学者への対応として，留学生に対しては「日本語」及び「日本事情」の科目を設ける特別カ

リキュラムを編成している（資料７－１－⑤－５～７）。（編入学生に対する補充教育は，授業科目に

組み込んでないため，基準７で述べる。） 
学術や社会の動向に広く対応するため，平成 16 年度から四国地区６高専で連携した特別講義を本

校が中心になって実施している（資料５－１－②－10）。また，本年度実施した本科卒業生，就職先
企業へのアンケートの結果（資料９－１－③－２～３）やこれまでに 2回実施した外部評価機関であ
る運営諮問会議の提言（資料５－１－②－11）を反映した教育課程の編成を検討している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校以外の教育施設等における学修に関する規則，転科に関する規則が整備され，転科実績がある。

資格試験の単位認定，インターンシップによる単位認定，全学科において練習船「弓削丸」を活用し

た実習での単位認定，留学生への特別のカリキュラム編成などで学生のニーズに対応している。また，

広く学術や社会の動向を捉えて，四国地区高専で連携した特別講義が実施されている。 
 以上のことから，本校の準学士課程は，学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対し

て，教育課程の編成が配慮されている。 
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資料５－１－②－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料５－１－②－２ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料５－１－②－３ 

資料５－１－②－４ 

出典：学生課 

出典：学生課 
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資料５－１－②－５ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－１－②－６ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－１－②－７ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－１－②－８ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－１－②－９ 

出典：専攻科 
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資料５－１－②－10 

出典：四国地区高専との連携・交流事業に伴う「特別講義」実施要項 
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資料５－１－②－11 

出典：第 2回運営諮問会議報告書 
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観点５－２－① 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切で

あり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。（例

えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報機器

の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 
（観点に係る状況） 
 実践的技術者育成のための教育課程を展開するにふさわしい授業形態として，すべての学年で講

義・演習・実験・実習をバランスよく適切に配置している（資料５－２－①－１－（１）～（３））。

職業上の能力育成のために，講義の中でも適宜演習を取り入れ，実習や実験では少人数グループに分

けて実施し，情報処理センターや実験室を始めとする各種施設を活用して（資料５－２－①－２），教

育効果を高めている。また，複数の教員・技術職員で支援する態勢を全学科で取り，高度化かつ多様

化してゆく専門分野に対応できる資質を養えるように整備している（資料５－２－①－３）。商船学科

の「校内練習船実習」は，船舶職員としての資質を涵養するため，各クラスを 2グループに分けて別
日程で実施し実習効果を上げている（資料５－２－①－４）。英語教育においては，1学年での少人数
教育の実施（資料５－２－①－５）やオーラルコミュニケーション能力育成のためのマルチメディア

教室での授業などを行っている。 
 平成 15年度から本校の環境を活かした授業改善に努め（資料５－２－①－６），全学科で練習船「弓
削丸」を活用した実習を実施し（資料５－２－①－７～８），基礎学力不足学生に対するオフィスアワ

ー（資料５－２－①－９）・補講授業の実施（資料５－２－①－10）など多面的に学習指導方法の工
夫を凝らしている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
各科目の授業内容に応じて全ての学年で，少人数グループによる授業，演習，実験や複数教員による

授業など実践的技術者育成のために適切な授業形態が整備されている。また，本校の環境を活かした

授業，練習船「弓削丸」を活用した実習，情報処理教育センター，マルチメディア教室を始めとする

各種施設を活用しての授業，オフィスアワー，補講授業による基礎学力不足学生に対する配慮など多

面的に学習指導方法の工夫がなされ教育課程が展開されている。 
以上のことから，教育の目的に照らして，授業形態のバランスが適切であり，それぞれの教育内容

に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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資料５－２－①－１－（１） 

出典：商船学科 
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資料５－２－①－１－（２） 

出典：電子機械工学科 
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資料５－２－①－１－（３） 

出典：情報工学科 
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資料５－２－①－２ 

出典：学生課 
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資料５－２－①－３ 

出典：学生課 
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資料５－２－①－４ 

出典：練習船「弓削丸」 
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資料５－２－①－５ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－２－①－６ 

出典：教務委員会 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 180 - 

資料５－２－①－７ 

出典：学生課 
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資料５－２－①－８ 

出典：商船学科 
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資料５－２－①－９ 

出典：教務委員会 
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出典：教務委員会 
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資料５－２－①－10 

出典：学生課 
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観点５－２－② 教育課程の編成に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されているか。 

 
（観点に係る状況）  
本校のシラバスは，学科別に定められた教育課程に沿って科目別に作成され，学年ごとに一般科目

と専門科目に分類され，まとめられている。 
シラバスの作成に当たっては，全教員に作成要領（資料５－２－②－１）を配布し，記載内容の形

式を統一している。 
具体的な様式は，資料５－２－②－２のようになっており，学習目標を掲げ，授業の進め方を示し，

各時間の学習項目とその学習到達目標を明記し，成績の評価方法を具体的に示して学生の履修に役立

つように配慮している。 商船学科では，第１種船舶職員養成施設に関連する授業科目内容の該当項目
を明示している（資料５－２－②－３）。 
シラバスは，本校ホームページに公開され（資料５－２－②－４），全学生にはクラスごとに抜き刷

りを配布している。 
学生がシラバスを活用し自主学習を推進するよう指導を心がけているが，十分とは言えない。担当

教員は各期の初講時にガイダンスを行い，授業目的・内容及び評価方法についてシラバスを利用して

説明を行うように努めている。 
平成 17 年度から教育内容検討委員会を設置し，学生による授業評価アンケートに基づき，シラバ

スに記載してある講義の到達目標を配慮しながら進度が速くならないように工夫するなどの授業改善

を進めている（資料６－１－④－４）。また，各学科のシラバス担当教員によって，シラバスの記載

内容について点検・改善を行っている。 

 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校のシラバスは，教育課程の編成に沿って配置された科目ごとに作成され，記載内容の形式が統

一されている。シラバスの抜き刷りは全学生に配布されており，本校ホームページに公開されている。

また，教育内容検討委員会で，シラバスに記載してある講義の到達目標を配慮しながら進度が速くな

らないように工夫するなどの授業改善が進められている。学生の利用度は必ずしも十分であるとは言

えないが，記載内容についても点検し改善を重ねており，各教員がその活用促進に努めている。 
以上のことから，教育課程の編成に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている。 
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資料５－２－②－１ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－２－②－２ 

出典：シラバス記入例 
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資料５－２－②－３ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－２－②－４ 

出典：本校ホームページ 
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観点５－２－③ 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

 
(観点に係る状況) 
準学士課程では，各学科において，講義・演習・実習科目を履修した上で，各教員の個別指導の下で

卒業研究を行わせることによって，総合的に創造力を育んでいる（資料５－２－③－１―（１）～（３））。

特に，最先端の技術である e－操船支援システムについては，担当教員を中心に連携を図りながら開
発の研究を行い，教育との一体化を図っている。 
全国レベルで優秀な成績を収めているプログラミングコンテスト（資料５－４－②－８）について

は，単位認定を行っており（資料５－２－③－２），その指導成果は，「情報処理３」及び「プログラ

ミング特論」の授業においてフィードバックし（資料５－２－③－３），学生が自ら考え，創造し，柔

軟に対応できる能力を養っている。各学科とも１学年から情報処理関係の授業を積極的に行っており，

対外的にも評価される創造力の育成を図っている（資料５－２－③－４）。また，平成 17年度から創
造性教育ワーキンググループのメンバーが中心になって始めた「課題学習」では，計画・実行・まと

め・報告という一連の活動を通して，主に商船学科の学生を対象に独自の創造的思考を育む試みを行

っている（資料５－２－③－５）。文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に

採択されている「創造性豊かな実践的技術者養成コースの開発」プロジェクト（高専 IT 教育コンソ
ーシアム加盟校 12 高専）では，本校は中核的な役割を担い，インターネット上の膨大な教育資源を
活用し，知的好奇心の高揚をめざしたe-Learningコースの開発に取り組んでおり（資料５－２－③－

６），今年度中には具体的な教材を作成する予定である。 
インターンシップは，電子機械工学科及び情報工学科の４学年の夏休み期間中に「夏季実習」とし

て実施し（資料５－２－③－７），多くの学生が履修している（資料５－２－③－８）。企業等におけ

る実社会での実務を体験し，実践力の育成を図っている。実習終了後は，実習報告書の提出を義務付

け（資料５－２－③－９），校内での実習報告会を行い，企業等による実習証明書（資料５－２－③－

10）を参考に，単位認定を行っている。なお，商船学科においては，１年間の乗船実習とインターン
シップとの関連や位置付けについて検討している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校の準学士課程では，各学科において，講義・演習・実習科目を履修した上で卒業研究を行わせ

ることによって，総合的に創造性を育む教育が行われている。情報機器を活用した授業では，対外的

に評価される創造力育成が図られている。創造性教育ワーキンググループによる試行や，e-Learning

開発プロジェクト（現代ＧＰ）の取り組みが進められている。また，実社会における実践力の育成を

目的に，企業と連携を取りながら，インターンシップが活用されている。 
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資料５－２－③－１－（１） 

出典：商船学科 
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出典：商船学科 
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資料５－２－③－１－（２） 

出典：電子機械工学科 
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資料５－２－③－１－（３） 

出典：情報工学科 
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資料５－２－③－２ 

出典：学生課 
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資料５－２－③－３ 

出典：第 41回教員研究懇談会 
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資料５－２－③－４ 

出典：平成 18年度シラバス 
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出典：平成 17年 11月 12日付け新聞記事 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 199 - 

資料５－２－③－５ 

出典：創造性教育実施報告書 
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出典：創造性教育実施報告書 
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資料５－２－③－６ 

出典：現代ＧＰプロジェクトグループ 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 202 - 

資料５－２－③－７ 

出典：インターンシップ基準（電子機械工学科，情報工学科） 
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資料５－２－③－８ 

出典：電子機械工学科、情報工学科 
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資料５－２－③－９ 

出典：電子機械工学科 
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資料５－２－③－１０ 

出典：電子機械工学科 
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観点５－３－① 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周知 

されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒

業認定が適切に実施されているか。 

 
（観点に係る状況) 
成績評価基準については，資料５－３－①－１に示す学業成績の評価（再試験・特別試験及び追認

試験の評価を含む）並びに進級・特別進級及び卒業の認定に関する規則第９条及び第 10 条に規定し
ている。合格基準点については，従前に 50点としていたものを平成 18年度入学生から 60点に改正
した。単位の修得については同規則第３条に規定し，卒業の認定については同規則第 15 条に規定し
ている。また，学年制の前提の下で，特別進級について同規則第 13 条に規定して，追認試験につい
て同規則第 14 条に規定している。この規則は全学生に配布している学生便覧に掲載し，新入生ガイ
ダンス時（資料５－３－①－２）やホームルームの時間を利用して周知している。 
成績評価は，各教員がシラバスに示した評価方法に従って行い，全試験答案と共に成績評価表を作

成して保管している（資料５－３－①－３）。また，平成 17年度に成績評価協議会を設置し，平成 18
年度から成績評価の妥当性について検証を行うことにしている（資料２－２－①－８）。成績に関する

学生からの意見申立の機会については，特定の期間は設けていないが，成績評価表を各学生に渡した

後，不明な点があれば，各科目担当教員に申出て確認することにしている。訂正が必要な場合は，担

当教員が必要事項を記載して，教務係へ連絡を行っている（資料５－３－①－４）。 
この規定の運用は厳格かつ慎重に行っている。進級認定は進級判定会議，卒業認定は卒業判定のた

めの教員会議を全教員参加で開催し，審議・判定している（資料５－３－①－５）。また，特別進級に

伴う単位追認試験結果の判定についてもその都度，判定会議を開催している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 成績評価基準や進級・卒業認定基準に関する規則が制定されており，学生に周知されている。また，

進級認定は進級判定会議，卒業認定は卒業判定会議で，全教員によって審議され，適切かつ厳格に実

施されている。 
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 資料５－３－①－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料５－３－①－２ 

出典：学生課 
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資料５－３－①－３       成績評価一覧（例） 

出典：情報工学科 
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資料５－３－①－４ 

出典：学生課 
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資料５－３－①－５ 

出典：平成 17年度第 14回教員会議議事概
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観点５－４－① 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう配

慮されているか。 

 
（観点に係る状況） 
高専設置基準で定められている特別活動を第１～３学年において，毎週木曜日の７時限目にホーム

ルームとして配置し（資料５－１－①－４），人間性の育成・素養の涵養に努めている。各担任教員が

年度当初に活動目標を設定し，年間計画を立てて（資料５－４－①－１），各クラス単位でホームルー

ムノートを活用する（資料５－４－①－２）などして，特別活動を実施している（資料５－４－①－

３）。組織的には，学級担任委員会を通して各担任が連携し，社会的な話題やマナーとコミュニケーシ

ョン向上などを共通的なテーマとして取り上げている（資料５－４－①－４）。学年全体での合同ホー

ムルームの中では，禁煙教育，性に関わる教育，同和教育を行っている（資料５－４－①－５）。 
また，１学年での新入生オリエンテーションの実施（資料５－４－①－６），２学年での交通安全講

習会の実施（資料５－４－①－７），全校生によるキャンパスクリーンの実施（資料５－４－①－８）

など学校全体としての特別活動を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校の準学士課程では，第１～３学年において毎週１単位時間行われる各クラスごとの特別活動を

中心に，学年単位及び学校全体として人間の素養の涵養がなされるように配慮している。 
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資料５－４－①－１ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料５－４－①－２ 

出典：学級担任委員会 
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資料５－４－①－３ 
 

出典：学級担任の手引き 
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出典：学級担任委員会 

資料５－４－①－４ 
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出典：学級担任委員会 
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資料５－４－①－５ 

出典：合同ホームルーム実施要領 
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資料５－４－①－６ 

出典：新入生オリエンテーション実施要領 
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資料５－４－①－７ 

出典：平成 18年度交通安全講習会実施要領 
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資料５－４－①－８ 

出典：キャンパスクリーン実施要領 
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観点５－４－② 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図

られるよう配慮されているか。 

 
（観点に係る状況） 
 学生主事・主事補及び厚生補導委員会メンバーを中心に，学生指導方針（資料５－４－②－１）に

沿って校外での登校指導（資料５－４－②－２）などを含む全面的な生活指導を行っている。 
１年間を通した特別活動は（資料５－４－②－３），学生会とも連携しながら各種行事を実施・参

加している。（資料５－４－②－４）。 
 クラブ活動については，全教員がいずれかのクラブ顧問に配置され（資料５－４－②－５），放課後

の練習指導や，土・日に開催される大会への引率を熱心に行っている（資料５－４－②－６）。その成

果として，体育系クラブでは陸上部を筆頭に毎年，全国高専体育大会へ出場を果たしている（資料５

－４－②－７）。文科系クラブでは，マイコン部の学生が中心になってプログラミングコンテストにお

いて通算 6回の文部科学大臣賞を受賞し，全国レベルで優秀な成績を残している（資料５－４－②－
８）ほか，囲碁部の活躍（資料５－４－②－９）など活発である。また，特色あるクラブ活動として，

ヨット部の国体出場（資料５－４－②－10）や平成 17 年度から部に昇格したソーラーボート部（資
料５－４－②－11）などがあり，多彩な活動を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
学生の生活指導面や課外活動において，人間としての素養を涵養するための体制が整備され，各種

の行事が実施されている。また，学生の自主的な活動を教職員が組織的に支援し，人間的な成長を図

るように配慮されている。 
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資料５－４－②－１ 

出典：学生指導方針 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 227 - 

資料５－４－②－２ 

出典：登校指導実施要領 
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資料５－４－②－３ 

出典：学生課 
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資料５－４－②－４ 

出典：学生課 
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資料５－４－②－５ 

出典：平成 18年度クラブ・同好会顧問等名簿 
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資料５－４－②－６ 

出典：競技結果報告書 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 232 - 

資料５－４－②－７ 

資料：学生課 

 
 
 
 
 
 

 

 

 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 233 - 

資料５－４－②－８ 

出典：学生課 
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出典：平成 17年 10月 22日付け愛媛新聞 
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資料５－４－②－９ 

出典：平成 17年 7月 16日付けせとうちタイムズ 
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資料５－４－②－１０ 

出典：上島町広報「かみじま」（平成 17年 11月） 
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資料５－４－②－１１ 

出典：平成 17年度商船祭パンフレット 
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〈専攻科課程〉 
観点５－５－① 準学士過程の教育との連携を配慮した教育課程となっているか。 

 
 (観点に係る状況) 
 専攻科の教育課程と準学士課程の教育との連携は，昨年の専攻科設置時に作成した資料「未来への

ひとづくりものづくり」の中で明確にしている（資料５－５－①－１～２）。 
海上輸送システム工学専攻については，商船学科における航海コース・機関コースの２つの系との

連携を図り，生産システム工学専攻については，電子機械工学科と情報工学科の２学科との連携を図

っている。 
 また，専攻科の授業科目は，母体となる準学士課程の各学科の授業科目を基礎として，より高度な

内容への発展・融合，応用力の育成などが図られるように連続性を考慮し配置されている（資料５－

５－①－３－（１）～（３））。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
専攻科における教育内容と準学士課程の各コース・各学科の教育との連携は，専攻科設置時から明

確にされている。また，学科・専攻科科目の関連図から，専攻科に配置される授業科目が準学士課程

における授業科目を基礎として，連続性を持たせて体系的に配置されていると認められる。 
 以上のことから，本校の専攻科の教育課程は準学士課程の教育との連携を配慮したものとなってい

る。 
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資料５－５－①－１ 

出典：専攻科資料「未来へのひとづくりものづくり」 
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資料５－５－①－２ 

出典：専攻科資料「未来へのひとづくりものづくり」 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 241 - 

資料５－５－①－３－（１） 

出典：専攻科 
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資料５－５－①－３－（２） 

出典：専攻科 
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資料５－５－①－３－（３） 

出典：専攻科 
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観点５－５－② 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目等の

配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の

内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために

適切なものになっているか。 

 
(観点に係る状況) 
本校の専攻科の教育目的については，「実際のシステムの運用・管理や開発能力，ものづくりに必要

な基礎理論の応用力を身につけた技術者の育成」と明確にしており，その下に学習目標として「早期

専門教育や実験実習等の実践的教育によって培われた中堅技術者としての能力・素養を基礎として，

大学卒業生とは異なる実践的能力に裏打ちされた創造力，技術開発能力あるいは工学的センスをもつ

高度な実践的専門技術者を養成すること」と定めている（資料５－５－②－１）。各専攻においては，

より具体的な教育目標が設定され，さらにそれぞれの系別に学習・教育目標を掲げている（資料５－

５－②－２）。 
これらの教育目的及び学習目標を達成するために授業科目を体系的に配置している。授業科目は，

専門基礎科目，専門必修科目，専門選択科目に分類され（資料５－５－②－３及び４（１）～（２）），

技術者としての基礎的及び発展的な能力・素養を育成するように配慮されている。また，創造的，技

術開発能力を育むために１学年，２学年ともに特別実験と特別研究を配置している（資料５－５－②

－５）。 
 授業内容についてはシラバス（資料５－６－③－１）に明記されており，学習・教育目標に沿った

ものとなっている。 
学士の学位取得については，大学評価・学位授与機構の分類による専門分野の基準に対応して取得

できるように編成している（資料５－５－②－４（１）～（２））。 
 

(分析結果とその根拠理由) 
 専攻科の教育目的を達成するために，各専攻では専攻ごと及び系統別に学習･教育目標が定められ，

適切な授業内容となるように配慮されている。また，教育目標に掲げられたレベルに到達するために

段階的な履修が可能となるように授業科目が配置され，学士の学位取得が可能となるように体系的に

教育課程が編成されている。 
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資料５－５－②－１  

資料５－５－②－２ 

出典：専攻科シラバス 

出典：専攻科シラバス 
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出典：専攻科シラバス 
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資料５－５－②－３ 

出典：専攻科資料「未来へのひとづくりものづくり」 
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資料５－５－②－４－（１） 

出典：専攻科委員会 
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資料５－５－②－４－（２） 

出典：専攻科委員会 
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資料５－５－②－５ 

出典：平成 18年度前期時間割 
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観点５－５－③ 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターン

シップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮しているか。 

 
 (観点に係る状況) 
昨年の専攻科発足時に行った企業に対するアンケート結果から，本校の専攻科に対して「海事管理

技術者」や「ＩＴ化されたものづくり技術者」への期待が大きいことが判明しており（資料５－５－

③－１），それらの背景を踏まえて，学術の発展動向や社会からの要請に対応した教育課程を編成して

いる（資料５－５－③－２－（１）～（２））。 
他専攻の授業科目の履修や他高等教育機関での単位修得の認定については，実績はまだない。また，

専攻科でのインターンシップ実施については検討中である。実践的な英語力向上については，「技術英

語２」の中で TOEIC に関連したテキストを使用し，コミュニケーション能力の育成に取り組んでい
る（資料５－５－③－３）。 
外部有識者で構成される運営諮問会議（平成 17 年 7 月第２回実施）において諮問事項として「専

攻科の発足と内容の充実へ向けて」を挙げており（資料５－５－③－４），提言された内容について専

攻科教育へ反映している。また，「専攻科だより」を発行し，本科学生や保護者へも配布して専攻科へ

の理解を深めてもらい，ニーズを聴取して行くことにしている（資料５－５－③－５）。今後，専攻科

修了生を輩出した段階で，修了生や就職先企業へのアンケートを実施し，その結果を踏まえて要請さ

れた教育課程の編成に対応して行く計画である。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 学術の発展動向や社会からの要請を考慮した上で専攻科の設置が行われている。本校の専攻科は昨

年発足したばかりであり，学生のニーズに対する対応については，今後，専攻科修了生を輩出した段

階で各種アンケートを実施し，更に充実した教育課程の編成に取り組んでいく計画である。 
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資料５－５－③－１ 

出典：専攻科概算要求書 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 253 - 

資料５－５－③－２－（１） 

出典：専攻科資料「未来へのひとづくりものづくり」 
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資料５－５－③－２－（２） 

出典：専攻科資料「未来へのひとづくりものづくり」 
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資料５－５－③－３ 

出典：専攻科シラバス 
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資料５－５－③－４ 

出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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資料５－５－③－５ 

出典：「専攻科だより」第 4号 
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観点５－６－① 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切で

あり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。（例

えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報機器

の活用等が考えられる。） 

 
（観点に係る状況） 
昨年，専攻科設置時に掲げた教育目標に沿ってシラバスを作成し，それに基づいて授業を実施して

おり，授業形態として，講義，演習，実験，研究をバランスよく配置している（資料５－６－①－１）。

１学年では高度な知識の習得やものづくりに必要な基礎理論及び応用力を身につけるため，各専攻と

も講義の比率が高いが，２学年では特別研究の割合が増え，創造力，技術開発能力の養成にウェイト

が置かれるようになっている。 
専門選択科目の中では，海上輸送システム専攻で航海系と機関系に，生産システム工学専攻で機械

系と情報系に分かれる科目が多く（資料５－５－②－４～５），少人数教育が実施されている。 
また，討論形式を取り入れた授業（資料５－６－①－２），練習船「弓削丸」を活用した実験（資料

５－６－①－３），本校の環境を活かした授業の取り組み（資料５－６－①－４），情報系の授業を中

心に情報機器の活用など，各授業科目にふさわしい学習指導方法の工夫を行っている。 
 

 
（分析結果とその根拠理由） 
 専攻科の教育目標を達成するために，講義科目を中心に，演習，実験，研究がバランスよく配置さ

れ，実施されている。 
 また，少人数授業，討論形式やフィールドスタディを取り入れた授業，情報機器の活用，練習船「弓

削丸」や環境を活かした授業など，それぞれの教育内容に応じた学習指導法の工夫がなされている。  
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資料５－６－①－１ 

出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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資料５－６－①－２ 

出典：専攻科シラバス 
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資料５－６－①－３ 

出典：専攻科シラバス 
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資料５－６－①－４ 

出典：総合教育科 
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観点５－６－② 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

 
 (観点に係る状況) 
 専攻科教育は基本的に少人数教育であり，専攻科の教育目標を達成するため，各授業科目の中で，

独創的な発想・実際的な開発能力の育成（資料５－６－②－１），実践的な問題解決能力を身につけさ

せる（資料５－６－②－２）など学生の創造性を育む教育を実施している。 
また，特別研究においては，研究テーマに対する準備，研究実施方法，研究結果の取りまとめまで，

学生に主体的に取り組ませ，創意工夫を積み重ねることで創造力を育んでいる（資料５－７－①－１）。

その途中段階での発表の場として，特別研究中間発表会を実施している（資料５－６－②－３）。対外

的にも，大学・高専発のベンチャーの創出を目標に実施されている新事業の提案コンペ「キャンパス

ベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）」に入賞するなどの成果を上げている（資料５－６－②－４）。 
 生産システム専攻においては，準学士課程でのインターンシップの経験などを活かし，より高水準

で自己解決できる実践的な研究に結びついており，実用新案登録を取得するなどの効果を上げている

（資料５－６－②－５）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
 専攻科の教育目標に沿って，各授業の中で創造性を育む教育方法が工夫されている。特別研究では

個別指導により問題提起能力，創造力，実践的問題解決能力が育成されるような指導が行われ，本科

での研究を発展させ，実用新案登録を取得するなどの効果が上げられている。 
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資料５－６－②－１ 

出典：専攻科シラバス 
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資料５－６－②－２ 

出典：専攻科シラバス 
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資料５－６－②－３ 

出典：専攻科委員会 
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資料５－６－②－４ 

出典：日刊工業新聞 
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資料５－６－②－５ 

出典：実用新案登録証 
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観点５－６－③ 教育課程の編成に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方法や

内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用されているか。 

 
（観点に係る状況） 
専攻科のシラバスは，各専攻の教育課程の編成に沿って学位授与機構の区分に該当する科目として

の位置付けを明確にした上で，専攻科長から示された統一様式で担当教員が作成している（資料５－

６－③－１）。 
学習目標，授業の進め方，授業内容などの記載事項から，学生がその授業で習得する知識・授業レ

ベルを理解し，学習計画を立てられるように配慮している。成績評価方法については，定期試験だけ

でなく課題・レポート・プレゼンテーションなどで総合評価することも具体的に記載している。 
シラバスは，専攻科全学生に年度当初配布する「専攻科学生用手引き」内に収録し，本校ホームペ

ージに公開して（資料５－６－③－２），学生に周知している。 
各授業科目においては，最初の授業時にガイダンスとしてシラバスを活用し，授業開始に当たって

その内容・成績評価方法を学生に説明している（資料５－６－③－３）。学生は選択授業の決定時，平

素の学習，単位取得に向けての学習などにシラバスを利用しているが，本校は平成 17 年度に専攻科
設置したばかりであり，シラバス活用の詳細な実情については，今後アンケートにより調査する予定

である。 
 

 (分析結果とその根拠理由) 
専攻科のシラバスは，講義履修モデルに沿って配置された科目ごとに作成され，授業内容や成績評

価方法についても明確に定められた記載内容で統一されており，適切に整備されている。 
シラバス活用状況の調査は未実施であるが，専攻科設置当初としては，担当教員による授業開始時

のガイダンスでシラバスの利用や，学生の計画的な学習に役立っていると判断される。 
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資料５－６－③－１ 

出典：専攻科シラバス 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 272 - 

資料５－６－③－２ 

出典：本校ホームページ 
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資料５－６－③－３ 

出典：平成 18年度学事予定表 
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観点５－７－① 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能の活

用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が行われ

ているか。 

 
（観点に係る状況） 
 特別研究テーマの決定は，学生が主体的に研究に取り組むために，専攻科長・専攻主任を中心とし

て段階的な指導を行っている（資料５－７－①－１）。決定された研究テーマに関して，指導教員が研

究目標・方法・授業受講科目計画に至るまで学生と密接な連携をとった上で，半期ごとに研究指導計

画書を作成し，各期の終了時に研究指導報告書を提出している（資料５－７－①－２）。１学年終了時

には特別研究中間発表会を行い，研究成果の経過報告を義務付けて，各専攻全体でも研究の進捗状況

を把握するように努めている (資料５－６－②－３)。技術職員による研究支援体制は行っておらず，
検討の余地がある。 
 本校は平成 17 年度入学の専攻科１期生がまだ 2 学年に在学中であり，実績は少ないが（資料５－
７－①－３～５），研究成果を関連学会及び関連論文集等に積極的に発表することを目標に指導を行っ

ている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
本校は専攻科設置２年目であり，研究指導体制の確立途上にあるが，研究テーマ決定を行う段階か

ら専攻科長・専攻主任を中心にした丁寧な指導が行われ，複数教員による研究指導体制の中で指導教

員と学生の綿密な連携が図られている。 
 以上のことから，本校では専攻科に対する現段階での研究指導が適切に行われているが，技術職員

による効果的な研究支援体制の活用など検討の余地がある。 
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資料５－７－①－１ 

出典：専攻科委員会 
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資料５－７－①－２ 

出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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資料５－７－①－３ 

出典：専攻科委員会 

 

 

 

 

 

 



弓削商船高等専門学校 基準５ 

 - 281 - 

 

出典：専攻科委員会 
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資料５－７－①－４ 

出典：専攻科委員会 
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資料５－７－①－５ 

出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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出典：専攻科委員会 
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観点５－８－① 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知されて

いるか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実

施されているか。 

 
（観点に係る状況） 
専攻科の単位の修得については，学則第 48条に規定し，修了の認定については同第 50条に規定し

（資料５－８－①－１），必要事項については別に定めている（資料５－８－①－２）。これらの規則

は，全専攻科生に配布される「専攻科学生用手引き」に掲載されており，専攻科入学時のオリエンテ

ーション（資料５－８－①－３）において，専攻科長が説明して周知を徹底している。その中で，１

単位の履修時間が授業以外の学習を合わせて 45 時間であることも学生に周知している（資料５－８
－①－４）。 
各科目の成績評価は，シラバスに示した評価基準に従って行い，全試験答案，レポートなどと共に

成績評価表を作成し，保管している（資料５－８－①－５）。 
単位認定は，授業担当教員が授業完了報告書を作成・提出し（資料５－８－①－６），専攻科委員会

委員により厳格に確認の上（資料５－８－①－７），修了認定は教員会議で適正に審議することにして

いる。本校は平成 17 年度に専攻科が設置され，１期生が２学年に在学中であり，専攻科修了認定の
実績はない。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
専攻科の成績評価・単位認定基準や修了認定基準に関する規則が制定されており，学生に周知され

ている。授業担当教員からの授業完了報告書を受けて，専攻科委員会委員により厳格に確認の上，修

了認定は教員会議で適正に審議・判定することにしている。本校では，専攻科１期生が未だ２学年に

在学中であるため，修了認定実績はない。 
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資料５－８－①－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料５－８－①－２ 

出典：専攻科学生用手引き 
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資料５－８－①－３ 

 

出典：専攻科長からの連絡メール 
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資料５－８－①－４ 

資料５－８－①－５ 

出典：専攻科学生用手引き 

 

出典：担当教員 
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資料５－８－①－６ 

出典：学生課 
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資料５－８－①－７ 

出典：第 9回専攻科委員会議事概要 
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出典：第９回専攻科委員会議事概要 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 
〈準学士課程〉 
 本校の教育目標に従って教育課程が編成され，全学科で練習船「弓削丸」を活用した教育，四国地

区高専で連携した特別講義，本校を取り巻く環境を活かした授業など特色ある教育が実践されている。

また，プログラミングコンテストなどを通して得られた知見を基に，対外的にも評価される創造性教

育が行われている。 
 
〈専攻科課程〉 
 該当なし 
 
【改善を要する点】 
〈準学士課程〉 
学生のシラバス活用が十分に行われるように向上を図っていく必要がある。 
 

〈専攻科課程〉 
 該当なし 
 
 
（３）基準５の自己評価の概要 

〈準学士課程〉 
本校の準学士課程の教育課程は，低学年では一般科目が多く，高学年になるに従って専門科目が増

えるような楔型のカリキュラムとなっており，教育目標を達成できるように授業科目を体系的に適切

に配置している。専門科目は，授業科目系統図に沿って必修科目と選択科目が系統的に配置されてい

る。主に講義を通して専門基礎力を身につけ，全学年に配置している実験・実習を中心とした科目を

通して職業に必要な能力を身につけ，卒業研究などを通して創造力を身につけた実践的技術者の育成

を図っている。 
授業内容は，教育課程の編成の趣旨に沿って，統一された形式のシラバスに明確に記載され，学生

に周知されており，各期の初講時にガイダンスを行って，授業目的・内容及び評価方法について説明

するように努めている。練習船「弓削丸」を活用した教育，四国地区高専で連携した特別講義，本校

を取り巻く環境を活かした授業，インターンシップによる実践力の育成，プログラミングコンテスト

などを通して得られた知見を基に対外的にも評価される創造力育成など特色ある教育を実践している。

授業形態は，すべての学年で講義・演習・実験・実習がバランスよく適切に配置され，複数の教員・

技術職員で支援する態勢を全学科で採用し，情報処理教育センターや実験室を始めとする各種施設を

活用して，教育効果を高めている。 
 成績評価，進級基準，卒業基準に関する規則を策定し，学生に周知している。それらの判定につい

ては，全教員によって審議され，厳格かつ慎重に実施している。 
高専設置基準で定められている特別活動を第１～３学年で実施し，学校全体としての特別活動，生

活指導や課外活動を通して，人間の素養の涵養が図られるよう配慮している。 
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〈専攻科課程〉 
本校の専攻科の教育課程は，昨年発足時に学術の発展動向や学生及び社会からの要請などを検討し

て編成されている。各専攻の教育目的の下に，系別に具体的に学習・教育目標を設定し，それらの達

成に必要な内容の科目は，母体となる準学士課程の各学科の科目を基礎として，より高度な内容への

発展・融合，応用力の育成などが図られるように連続性を持たせて体系的に配置されている。各授業

科目は，専門基礎科目，専門必修科目，専門選択科目に分類され，講義，演習，実験，研究がバラン

スよく配置されている。特に，１学年，２学年ともに実験と特別研究を配置し，少人数教育により実

践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度な技術者の育成を図っている。 
 授業内容は，統一した形式でシラバスに明記し，学生に周知している。学士の学位取得については，

大学評価・学位授与機構の分類による専門分野の基準に対応して取得できるように教育課程の編成を

配慮している。 
専攻科の成績評価・単位認定基準及び修了認定基準に関する規則を制定し，学生に周知している。

単位認定については，専攻科委員会において，授業担当教員から提出された授業完了報告書を確認し

て厳正かつ適切に実施されている。本校では，平成 17 年度入学の専攻科１期生が未だ２学年に在学
中であるため，修了認定実績はない。 

 
 
 


